
ナノテクノロジー Weekly Intelligence Report | 2026-05-09 | Page 1

ナノテクノロジー
Weekly Intelligence Report
2026-05-09 | 20件 | 7カ国
troy-technical.jp

今週のキーワード

ナノ技術革新
医療・電子・エネルギー分野で進展

20
件

記事数

7
カ国

対象国数

802
W/mK

グラフェン熱伝導

74億
ドル

CNT市場予測

今週の全20記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 ナノ医療レビュー 学術レビ
ュー

●●○○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

ナノ粒子を用いた治療・診断のメカニズム、応用、臨
床課題を包括的にレビュー。安全性、スケーラビリテ
ィ、規制が主要課題。

#02 薬物送達LNP 解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

脂質ナノ粒子（LNP）とリポソームが薬物送達で免疫
系回避、細胞毒性低減、循環時間延長に貢献。Moder
naワクチンでの実績。

#03 高熱伝導グラフェン 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

浙江大学が逆相強化戦略で高強度・高熱伝導（802 W
/m·K）グラフェン複合材料を開発。高出力電子機器に
期待。

#04 CNT市場予測 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

カーボンナノチューブ（CNT）市場が2033年までに7
4億ドルに達する見込み。EVバッテリーとエネルギー
貯蔵が主要牽引役。

#05 QD SWIRセンサー 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Allied VisionとQDIが提携し、低コストで小型軽量な
量子ドットSWIRイメージセンサーを推進。産業検査
やドローンに応用。

#06 薬剤耐性がん克服 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

フランスの研究チームがナノ粒子による逐次的薬物放
出と光熱療法で薬剤耐性がんを克服。マウスで腫瘍完
全排除。

#07 組織工学賞受賞 解説記事
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

UConn教授がポリマーナノファイバー、生体誘導イン
プラント技術で組織工学賞受賞。「ローレンシン・ク
ーパー靭帯」は製品化済み。

#08 自己修復CNT複合材 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○

CNT/BIIR複合フィルムが自己修復性とジュール発熱
能力を両立。スマートデバイスや高機能エラストマー
に有望。

#09 EBLバイオセンサー 技術解説
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

電子線リソグラフィ（EBL）が金ナノホールアレイな
ど精密ナノ構造作成で超高感度バイオセンサー製造に
不可欠。

#10 ナノフォーム規制 政策提言
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
ナノ材料のイノベーションを阻害せず安全性を確保す
る、科学に基づいた規制枠組みの再考を提唱。

#11 日本発がん治療 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●

東北大・JAISTがアミノ酸ナノ粒子と光熱療法で多剤
耐性がんを克服。マウスで腫瘍完全消失、副作用なし
。

#12 AMDとサムスン2nm 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

AMDがサムスン電子と2nmチップ協力で最終合意か
。TSMCへの依存分散が目的だが、サムスンの歩留ま
りが課題。



ナノテクノロジー Weekly Intelligence Report | 2026-05-09 | Page 2

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 高効率水素生産 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

GISTが量子ドット複合電極で太陽光水分解による高効
率水素生産技術を開発。ファラデー効率85.5%を達成
。

#14 QDレーザー光通信 技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

量子ドットレーザーがシリコンフォトニクスの隔離技
術ボトルネックを打破。光通信、コンピューティング
を加速。

#15 ナノ粒子の逆説 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
KAISTが「複数の金属を混ぜるとナノ粒子の組成が均
一になる」逆説を解明。高効率触媒開発に貢献。

#16 量子通信の壁突破 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

ニールス・ボーア研究所が新型量子ドットで既存光フ
ァイバーでの単一光子伝送に成功。量子インターネッ
ト構築へ。

#17 TSMC売上好調 企業業績
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
TSMCの4月売上高が前年比17.5%増。AIとHPC需要
が爆発的に継続し、3nm/5nmプロセスがフル稼働。

#18 肺がん迅速診断 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

韓国国立がんセンターが肺がんバイオマーカーUSE1
を高感度・迅速検出するナノバイオセンサーを開発。
感度10倍。

#19 3Dプリント抗がん剤 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

米ミシシッピ大学が3Dプリントで抗がん剤内包ナノ粒
子を腫瘍へ直接送達する新手法を実証。副作用低減に
期待。

#20 ソニーTSMC協業 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

ソニーとTSMCが次世代イメージセンサーで合弁会社
設立を計画。熊本にR&D;・生産ライン、自動運転・
ロボット市場に注力。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 薬剤耐性がん治療のブレークスルーは自社の戦略を変えるか？
日本（#11）とフランス（#06）の研究チームが、ナノ粒子を用いた逐次的薬物放出と光熱療法で薬剤耐性がんを克服す
る画期的な成果を発表しました。マウス実験で腫瘍の完全消失と100%生存率を達成しており、従来の化学療法に限界を
感じていた製薬・バイオ企業にとって、この技術は新たな治療法開発の大きな機会となる可能性があります。貴社の研究
開発ロードマップに、このナノ医療アプローチを組み込む準備はできていますか？

❷ 次世代半導体・光デバイスの材料戦略は盤石か？
TSMCの売上好調（#17）やAMDとサムスンの2nmチップ協力（#12）、ソニーとTSMCのイメージセンサー協業（#20
）など、半導体市場は激しい競争と技術革新の渦中にあります。特に、高熱伝導グラフェン複合材料（#03）や量子ドッ
トレーザー（#14）といったナノ材料は、次世代電子機器や光通信の性能を左右します。日本の材料・部品メーカーとし
て、これらの最先端材料への対応とサプライチェーンにおける立ち位置を再評価する必要があるのではないでしょうか？

❸ ナノ材料の規制強化は事業機会か、それとも脅威か？
ナノフォーム規制の再考（#10）が提唱され、イノベーションと安全性の両立を目指す動きが加速しています。既存のEU
REACHや米EPA規制のギャップが指摘されており、将来的にナノ材料を扱う企業にはより厳格な登録義務や安全基準が求
められる可能性があります。日本の材料メーカーや製品企画担当者は、この規制動向を単なるコスト要因と捉えるだけで
なく、安全性を担保した高付加価値製品開発の機会と捉えるべきではないでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

がん治療革新 高効率水素

高感度診断

次世代熱管理

量子光通信

半導体競争激化

ナノ規制動向

基礎科学突破

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● がん治療革新 機会大 薬剤耐性がん治療市場 —

● 高効率水素 機会大 再生可能水素製造技術 —

● 高感度診断 機会大 早期がん診断市場拡大 —

● 次世代熱管理 注意 高機能材料の需要増 海外競合の台頭
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● 量子光通信 注意 光デバイス市場拡大 技術開発競争激化

● 半導体競争激化 注意 先端材料・装置需要 サプライチェーン変動

● ナノ規制動向 参考 安全評価技術開発 規制対応コスト増

● 基礎科学突破 参考 触媒設計の新知見 —
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深掘り ① ― 日本発：多剤耐性がん治療のブレークスルー
#11 | 2026/05/08 | JAIST 北陸先端科学技術大学院大学 | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

東北大学と北陸先端科学技術大学院大学の研究グループが、アミノ酸由来のナノ粒子と光熱療法を組み合わせた多剤耐
性がん治療システムを開発しました。ナノ粒子表面をポリドーパミンでコーティングすることで、がん細胞の薬剤排出
ポンプ（P-gp）が活性化する前に抗がん剤を細胞内に蓄積させます。

マウス実験では、このシステムと近赤外レーザーによる光熱療法を併用することで、わずか7日で腫瘍が完全に消失し
、40日間全てのマウスが副作用なく生存しました。これは、従来の化学療法では困難だった多剤耐性がんに対する画期
的な治療戦略となる可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

提示された「腫瘍完全消失」「100%生存率」「副作用なし」というマウス実験の結果は非常に有望で
あり、臨床応用への期待は高まります。特に、薬剤排出機構を無力化しつつ薬剤を蓄積させるという逐
次的なアプローチは、薬剤耐性克服の鍵となるでしょう。しかし、マウスモデルからヒトへの適用には
、ナノ粒子の生体内動態、長期的な安全性、製造のスケーラビリティなど、多くの未解決課題が残され
ています。 【機会】日本の製薬・バイオ企業は、この技術を基盤とした新規抗がん剤やドラッグデリバ
リーシステムの開発で世界をリードするチャンスがあります。共同研究やライセンス契約を通じて、早
期に臨床開発へ移行すべきです。 【脅威】もし日本企業がこの技術の臨床応用を加速できなければ、海
外企業に先行され、将来的ながん治療市場での競争力を失う可能性があります。特に、類似研究がフラ
ンスでも進んでおり（#06）、国際競争は激化するでしょう。 【次のアクション】R&D;部門は、この
ナノ粒子システムの詳細なメカニズムと製造プロセスを評価し、自社のDDS技術との融合可能性を検討
。経営企画部門は、臨床試験に向けたパートナーシップ戦略を立案し、政府系ファンドへの申請を検討
すべきです。

深掘り ② ― 高熱伝導グラフェン複合材料で電子機器の熱問題解決へ
#03 | 2026/05/07 | EurekAlert! | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

浙江大学の研究チームが、新しい「逆相強化（IPE）」戦略を用いて、優れた機械的強度と記録的な面内熱伝導率（80
2 W/m·K）を兼ね備えたグラフェン紙複合材料を開発しました。ごく少量のポリマー樹脂（5.9%）を補強充填材とし
て活用し、グラフェン層間の剥離や亀裂伝播を防ぎつつ、効率的な熱輸送に必要な長距離秩序を維持します。

引張強度は117%増の63.3 MPaを達成。この成果は、高出力電子機器の高度な熱管理や次世代保護ギアの開発に広範な
影響を与えると期待されています。従来のポリマー複合材料の性能を大幅に凌駕するものです。
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▶ 技術者の視点

グラフェン複合材料で802 W/m·Kという熱伝導率は非常に注目に値します。これは銅（約400 W/m·K
）の2倍以上であり、高出力電子機器の放熱材料として大きな可能性を秘めています。ポリマー含有量
を5.9%に抑えつつ強度を向上させている点も、材料設計の巧みさを示しています。ただし、バルク材
料としての均一性、大規模生産性、コスト、そして長期信頼性（特に熱サイクル耐性）が実用化に向け
た課題となるでしょう。 【機会】日本の材料メーカーは、このIPE戦略を参考に、自社のグラフェンや
CNT複合材料技術を再評価し、高熱伝導・高強度材料の開発を加速すべきです。特に、半導体パッケー
ジングやEV用バッテリーの熱管理ソリューションとして大きな市場機会があります。 【脅威】中国の
研究機関がこのような高性能材料を開発していることは、日本の材料産業にとって競争激化を意味しま
す。迅速な技術追従と差別化戦略が求められます。 【次のアクション】R&D;部門は、このIPE戦略のメ
カニズムを詳細に分析し、自社の複合材料開発に応用可能か検討。半導体PKG部門は、この材料が次世
代パッケージの熱設計に与える影響を評価し、サプライヤーとの情報交換を開始すべきです。
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深掘り ③ ― ナノ粒子の逆説解明：多成分触媒設計の新原理
#15 | 2026/05/07 | ���� (ETNews) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

KAISTの鄭喜泰教授らのチームが、ナノ材料分野における長年の常識を覆す「ナノ粒子の逆説」を世界で初めて解明し
ました。これは「複数の金属を混合するとナノ粒子の組成が予想に反してより均一になる」という現象です。先に定着
した原子が後から加わる原子の「飛び石」となり、成分が均一化する「成分集中」現象を発見しました。

この原理を検証した5種類の金属を含むナノ粒子触媒は、アンモニア分解による水素生成反応で、現在広く利用されて
いるルテニウム触媒より約4倍高い効率を示しました。この発見は、次世代エネルギー・触媒技術に新たな転換点をも
たらすものです。

▶ 技術者の視点

「複数の金属を混ぜると組成が均一になる」という発見は、ナノ材料の設計思想を根本から変える可能
性のある学術的ブレークスルーです。従来の常識では不均一化が進むと考えられていたため、この「成
分集中」メカニズムの解明は非常に重要です。アンモニア分解での触媒効率4倍向上という具体的な数
値は、この原理が実用的な性能向上に直結することを示しています。ただし、これは基礎研究段階であ
り、この原理を他の触媒反応や大規模生産に適用するには、さらなる研究が必要です。 【機会】日本の
触媒メーカーや材料メーカーは、この新しいナノ粒子設計原理を深く理解し、高効率な多成分ナノ触媒
の開発に積極的に取り組むべきです。特に、水素エネルギー関連技術や化学プロセスにおける触媒性能
向上に大きな機会があります。 【脅威】この基礎原理の発見が韓国発であるため、この分野での技術的
優位性を海外に奪われる可能性があります。日本企業は、この知見を迅速に取り入れ、自社の研究開発
に反映させなければなりません。 【次のアクション】R&D;部門は、この論文の詳細を精査し、自社の
触媒設計・合成技術への応用可能性を検討。学術機関との共同研究や情報交換を強化し、この新しい原
理に基づく触媒開発ロードマップを策定すべきです。

その他の注目記事
ナノ粒子が逐次的薬物放出と光熱療法により薬剤耐性がんを克服 (Asia Research News)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

フランスの研究チームが多孔質アミノ酸ナノ粒子と光熱療法で薬剤耐性がんを克服。日本発の研究（#11）と並行して
注目すべき成果。

ニールス・ボーア研究所、量子通信の20年来の壁を突破—既存の光ファイバーで単一光子伝送に成功 (innovaTopia)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○

新型量子ドットにより既存光ファイバーで1300nm帯単一光子伝送に成功。量子インターネット構築に向けた重要な一
歩。

肺がん誘発バイオマーカー、迅速検出が可能に (����)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

韓国国立がんセンターが量子ドット結合DNAを用いた高感度ナノバイオセンサーを開発。肺がん早期診断に貢献。

カーボンナノチューブ市場、2033年までに74億ドルに達する見込み (QY Research (via openPR.com))
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

EVバッテリーとエネルギー貯蔵が牽引し、CNT市場は今後も拡大。日本の材料メーカーは供給体制強化が急務。

TSMC、4月売上高4107.26億元、前年比17.5%増。AIと高性能コンピューティング需要が継続的に爆発 (新頭殼 (Newtalk News))
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

AI/HPC需要がTSMCの好調を牽引。日本の半導体材料・装置メーカーは、この需要を確実に捉える戦略が必要。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/経営企画】ナノ医療分野の動向調査：日本（#11）とフランス（#06）の薬剤耐性がん治療技術、お
よび韓国（#18）の肺がん診断技術の最新動向を調査し、自社技術との連携可能性を検討。

• 【調達/半導体PKG】半導体サプライチェーンの動動向監視：TSMCの生産能力（#17）とAMD-サムスン提携（
#12）、ソニー-TSMC協業（#20）が日本の材料・装置サプライヤーに与える影響を評価し、リスクと機会を特
定。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/材料開発】高熱伝導グラフェン複合材（#03）や自己修復CNT複合材（#08）の技術ベンチマークを
実施し、次世代電子材料や保護材への応用可能性を評価。特に熱管理ソリューションへの適用を検討。

• 【R&D;/エネルギー】量子ドットを用いた高効率水素生産技術（#13）について、国内外の研究機関との共同
研究の可能性を模索し、再生可能エネルギー分野での競争力強化を図る。

• 【経営企画/法務】ナノ材料規制（#10）に関する国際動向を注視し、将来的な製品開発・製造プロセスへの影
響を評価。特にEU REACHや米EPAの動向を詳細に分析。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/量子技術】量子ドットレーザーによるシリコンフォトニクス（#14）や単一光子伝送（#16）など、
量子光通信技術の基礎研究への投資を検討し、将来的な競争優位性を確立するためのロードマップを策定。

• 【R&D;/触媒開発】KAISTの「ナノ粒子の逆説」（#15）が示す多成分ナノ触媒の設計原理を深く理解し、高
効率な次世代触媒開発への応用を検討。特に水素製造や化学合成プロセスへの展開を視野に入れる。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-09
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ナノ粒子を用いた治療と診断：メカニズム、応用、および
臨床応用の課題に関する包括的レビュー

概要

この包括的なレビューは、ナノ医療、特に工学的に設計されたナノ粒子が従来の治
療・診断アプローチの限界を克服する変革的な可能性を探求しています。ナノ粒子が
薬物安定性を高め、制御放出を可能にし、標的送達を促進し、診断性能を向上させ、

高度なセラノスティック応用の道を開く方法を強調しています。安全性への懸念、ス
ケーラビリティの問題、生物学的複雑性、規制順守など、重要な臨床応用の障壁にも
厳しく対処しており、標準化された特性評価と異分野間の協力が成功に不可欠だと結

論付けています。

公開日 2026年05月07日  MDPI  スイス



詳細

ナノ粒子を用いた治療と診断に関する包括的なレビューが発表されました。この研究
は、工学的に設計されたナノ粒子が、従来の医療アプローチが抱える課題を克服する可
能性を詳細に検討しています。具体的には、ナノ粒子がどのようにして薬物の安定性を
向上させ、体内で薬物を制御して放出させ、特定の部位へ標的送達を可能にするか、さ
らには診断性能を高めるかについて深く掘り下げています。これにより、治療と診断を
同時に行う「セラノスティック」と呼ばれる次世代医療への道が開かれることが期待さ
れています。

本レビューでは、主要なナノ粒子プラットフォームを一つ一つ評価し、それぞれの作用
メカニズムと、標的療法、高度な医療画像診断、そしてセラノスティクスにおける具体
的な応用例を詳細に解説しています。しかしながら、その臨床応用には依然として多く
の障壁が存在することも指摘されています。特に、安全性に関する懸念、大規模生産へ
のスケーラビリティの問題、生体内における複雑な挙動、そして厳格な規制への適合と
いった課題が挙げられます。著者らは、これらの課題を克服するためには、ナノ粒子の
特性評価方法を標準化し、医学、化学、工学といった異なる分野間の緊密な協力が不可
欠であると強調しています。将来的には、人工知能（AI）を活用したナノ粒子の設計
が、これらの課題解決と臨床導入を加速させる鍵となる可能性が高いと考察されていま
す。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



薬物送達における脂質ナノ粒子

概要

この記事は、現代の薬物送達における脂質ナノ粒子（LNPs）とリポソームの重要な役
割を深く掘り下げています。これらのナノ粒子に活性物質をカプセル化することで、

免疫系を迂回し、細胞毒性を大幅に低減し、血液循環時間を延長できることを説明し
ています。リポソームは数十年にわたりヨーロッパと米国で医薬品として承認・使用
されており、最近ではModernaのCOVID-19 mRNAワクチンにおける重要な役割が挙げ

られ、LNPsを用いた新しい薬剤の開発は、免疫系からの回避、細胞毒性の最小化、治
療効果向上のための血液循環時間の延長といった課題に対処しています。

公開日 2026年04月30日  News-Medical.Net  イギリス



詳細

最新の記事では、現代の薬物送達システムにおける脂質ナノ粒子（LNPs）とリポソーム
の極めて重要な役割に焦点を当てています。これらのナノ粒子がどのようにして活性物
質を効果的にカプセル化し、それによって細胞毒性を著しく低減させ、さらに免疫系の
監視を回避して薬剤の血液循環時間を延長させるかについて、詳細に解説されていま
す。

記事では、薬物効果を最大化するための複数の革新的な戦略についても言及していま
す。具体的には、腫瘍など特定の組織における血管透過性の亢進と保持（EPR効果）を
利用する方法、外部からの音波刺激などの標的型刺激を用いて薬剤放出を制御する方
法、そして特定の細胞表面リガンドを介した能動的ターゲティングによる精密な送達法
などが挙げられています。歴史的に見ても、リポソームはヨーロッパと米国で数十年に
わたり医薬品として広く承認・使用されてきました。近年では、ModernaのCOVID-19
mRNAワクチンにおいて、その効果的な抗原送達システムとして脂質ナノ粒子が重要な
役割を果たしたことが記憶に新しいでしょう。これらのナノ粒子技術の進化は、免疫応
答の回避、薬剤の細胞毒性の最小化、そして体内でより長く薬剤を循環させることによ
る治療効果の向上といった、従来の薬物送達が抱えていた主要な課題を解決するため
に、次世代の医薬品開発において不可欠な要素となっています。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



高い熱伝導性を持つ強力なグラフェンバルク複合材料

概要

浙江大学の研究者らは、新しい逆相強化（IPE）戦略を用いて、優れた機械的強度（引
張強度63.3 MPa、117%増）と記録的な面内熱伝導率（802 W/m·K）を兼ね備えたグラ

フェン紙複合材料を開発しました。このアプローチは、ごく少量のポリマー樹脂
（5.9%）を補強充填材として活用し、グラフェン層間の剥離や亀裂伝播を防ぎつつ、
効率的な熱輸送に必要な長距離秩序を維持します。この成果は、高出力電子機器や次

世代保護ギアの高度な熱管理に広範な影響を与えます。

公開日 2026年05月07日  EurekAlert!  米国



詳細

最新の研究が*Advanced Nanocomposites*誌に発表され、優れた機械的強度と並外れた
熱伝導性を兼ね備えたグラフェン紙複合材料の製造に成功した画期的な「逆相強化
（IPE）」戦略が紹介されました。中国の浙江大学の研究者たちによって開発されたこ
の革新的なアプローチは、従来のグラフェン複合材料におけるポリマーの使用方法を根
本的に見直すものです。彼らは、わずか5.9%というごく少量のポリマー樹脂を、単なる
バルクマトリックスとしてではなく、補強用の充填材として活用しました。

この独特の樹脂の使い方は、グラフェン層間に存在する微細な空隙を効果的に埋め、ま
るで「2次元のほぞ継ぎ」のように機能することで、材料の層間剥離や亀裂の伝播を強
力に抑制します。同時に、この方法は効率的な熱輸送に不可欠なグラフェン層間の長距
離秩序を損なうことなく維持できるという、重要な利点を提供します。実験結果は、こ
の技術の驚くべき性能を明確に示しています。引張強度は実に117%も向上し、63.3
MPaに達しました。さらに注目すべきは、バルクラミネート複合材料で記録された802

W/m·Kという驚異的な面内熱伝導率です。これは、従来のポリマー複合材料の性能を大
幅に凌駕するものです。この画期的な成果は、高出力電子機器における高度な熱管理シ
ステムや、次世代の保護具の開発など、広範な産業分野に計り知れない影響を与えるも
のと期待されています。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



カーボンナノチューブ市場、2033年までに74億ドルに達
する見込み

概要

カーボンナノチューブ（CNTs）市場は、新エネルギーバッテリー産業の需要増により
2033年までに74億ドルに達すると予測されています。CNTsは優れた電気伝導性、熱安
定性、機械的強度を持ち、EV生産と大規模エネルギー貯蔵システムが主要な成長ドラ

イバーです。高い生産コストや技術的複雑性といった課題は残るものの、製造技術の
進歩と投資増加が長期的な成長を促進し、水素エネルギー、航空宇宙、次世代エレク
トロニクスに新たな機会をもたらすと見られています。

公開日 2026年05月04日  QY Research (via openPR.com)  グローバル



詳細

カーボンナノチューブ（CNTs）市場が、2033年までに74億ドル規模に達するという予
測が発表されました。この著しい成長は、主に新エネルギーバッテリー産業における性
能向上への強い需要によって牽引されると見られています。CNTsは、その並外れた電気
伝導性、優れた熱安定性、そして高い機械的強度といった独特の特性により、現代の多
様な産業用途、例えばリチウムイオンバッテリー、先端半導体デバイス、軽量複合材料
などにおいて、すでに不可欠な材料としての地位を確立しています。

市場の主要な成長ドライバーとしては、電気自動車（EV）の生産が世界的に急増してい
ること、および大規模なエネルギー貯蔵システムがグローバルに拡大していることが挙
げられます。CNTsはこれらの分野で、バッテリー効率の劇的な向上、導電性の改善、さ
らには製品のライフサイクル性能の延長に大きく貢献しています。一方で、高い生産コ
ストや技術的な複雑さといった課題は依然として存在しますが、製造技術における継続
的な進歩や、クリーンエネルギーおよび先進材料分野への投資が増加していることが、
今後も市場の長期的な成長を強力に後押しすると予想されています。さらに、水素エネ
ルギー、航空宇宙産業、そして次世代エレクトロニクスといった新たな分野でも、CNTs

の応用機会が出現しており、CNTsは将来の産業革新において極めて重要な役割を果たす
存在として位置づけられています。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



Allied VisionがQDIと提携し、量子ドットSWIRイメージ
センサーを推進

概要

Allied VisionとQDI Systemsが提携し、量子ドットセンサーを活用した次世代短波赤外
線（SWIR）イメージングを進化させます。このコラボレーションは、産業用途やドロ
ーンベースのイメージングシステムに新たな機会をもたらすと期待されています。量

子ドットSWIRセンサーは、スケーラブルな半導体製造プロセスにより従来のInGaAs技
術よりも大幅に低コストで、小型・軽量化も実現。産業検査、ドローン、セキュリテ
ィ・監視システムへの幅広い応用が期待されます。

公開日 2026年05月07日  Laser Focus World  米国



詳細

ドイツに本社を置く産業用カメラおよびマシンビジョンソリューションの大手プロバイ
ダーであるAllied Visionは、オランダを拠点とする量子ドットイメージング技術の開発
企業であるQDI Systemsとの間で、戦略的なパートナーシップを締結したと発表しまし
た。この画期的な提携は、量子ドットセンサー技術を最大限に活用し、次世代の短波赤
外線（SWIR）イメージング技術の発展を大きく推進することを目的としています。

両社のパートナーシップは、量子ドットセンサー技術が産業用途、特に自動検査システ
ムや品質管理、さらにはドローンベースの高度なイメージングシステムにおいて、これ
までには考えられなかった新たな機会を創出すると強く期待しています。この新技術の
重要な利点として強調されているのは、スケーラブルな半導体製造プロセスを採用して
いるため、量子ドットベースのSWIRセンサーが、従来の高性能だが高価なInGaAs技術
と比較して大幅に低いコストで製造できる点です。この優れたコスト効率は、センサー
の小型化と軽量化と相まって、これまでSWIRイメージングの導入がコスト的に困難で
あった、より幅広いアプリケーション分野での技術利用を可能にすると予測されていま
す。この共同開発によって生み出されるソリューションは、具体的には、製造業におけ
る精密な産業検査、様々な種類のドローンおよび無人航空機（UAV）に搭載される高度
な画像取得システム、そしてセキュリティおよび監視システムなど、多岐にわたる市場
をターゲットとすることが明らかにされています。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



ナノ粒子が逐次的薬物放出と光熱療法により薬剤耐性がん
を克服

概要

フランスの研究チームは、多剤耐性（MDR）がんを克服するため、多孔質アミノ酸ナ
ノ粒子（NPs）を用いた逐次的薬物放出と光熱療法を組み合わせた新しい戦略を開発
しました。このNPsは、まずP-gp阻害剤を放出して薬剤排出メカニズムを無効化し、

その後で抗がん剤ドキソルビシンを放出します。薬剤耐性がんのマウスモデルにおい
て、腫瘍の完全排除と100%生存率を達成し、正常組織への毒性はありませんでした。
このプラットフォームは、薬剤耐性腫瘍の化学療法感受性を回復させる、広く応用可

能な戦略を提供する可能性があります。

公開日 2026年05月08日  Asia Research News  フランス



詳細

フランス国立科学研究センター（CNRS）とストラスブール大学の研究者を含む国際的
な研究チームが、多剤耐性（MDR）がんを克服するための画期的なナノ粒子ベースの治
療戦略を開発しました。多剤耐性は、がん細胞が薬剤を積極的に体外へ排出すること
で、化学療法の効果を著しく低下させる主要な原因となっています。研究チームが開発
したのは、巧妙に設計された多孔質アミノ酸ナノ粒子（NPs）です。このナノ粒子は、
薬剤を「逐次的」に放出するようにプログラムされています。具体的には、まず最初に
がん細胞の薬剤排出ポンプであるP-gpの働きを阻害する薬剤を放出することで、がん細
胞の防御メカニズムを無力化します。その後に、本来のがん細胞を死滅させるための抗
がん剤であるドキソルビシンを放出するという二段階のプロセスを踏みます。

この革新的な逐次的な薬物送達アプローチを、さらに近赤外レーザーを用いた光熱療法
と組み合わせることで、驚くべき治療効果が実証されました。薬剤耐性がんのマウスモ
デルを用いた実験では、腫瘍の完全な消失が確認され、さらに治療を受けたマウスの
100%が生存するという、非常に有望な結果が得られました。特筆すべきは、この治療
法が正常な組織に対して全く毒性を示さなかったことです。この革新的な治療プラット
フォームは、これまで治療が困難であった薬剤耐性腫瘍の化学療法に対する感受性を回
復させるための、非常に広範に応用可能な戦略を提供するものとして、今後の臨床応用
が大いに期待されています。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



UConnのサー・カトー・T・ローレンシン教授、2026年ジ
ェンセン組織工学賞を受賞

概要

コネチカット大学のサー・カトー・T・ローレンシン教授が、TERMIS Globalの2026年
ジェンセン組織工学賞を受賞しました。彼はポリマーナノファイバー技術、生体誘導
インプラント、ポリマーセラミックス技術への先駆的貢献、特に筋骨格系疾患治療に

おける再生工学分野で評価されました。彼の研究成果である「ローレンシン・クーパ
ー靭帯」はナショナルジオグラフィック誌で「世界を変えた100の科学的発見」に選ば
れ、数百万人の患者に恩恵をもたらしました。

公開日 2026年05月04日  UConn Today  米国



詳細

コネチカット大学の著名な学者であるサー・カトー・T・ローレンシン教授が、組織工
学再生医療国際学会（TERMIS）Globalから贈られる最高栄誉である2026年ジェンセン
組織工学賞の受賞者に選出されました。この名誉ある賞は、ローレンシン教授が長年に
わたり行ってきた、再生工学分野における先駆的な貢献が評価されたものです。具体的
には、ポリマーナノファイバー技術、生体誘導インプラント、そしてポリマーとセラミ
ックスを組み合わせた革新的な技術の開発において、彼の功績は絶大です。これらの技
術は、彼自身が提唱し、その発展を牽引してきた再生工学という新たな学術分野の中核
を成すものです。

彼の画期的な研究は、特に筋骨格系疾患の治療における組織再生を目的とした高分子生
体材料の化学と工学の応用に関して、数多くの重要な特許と学術論文を生み出してきま
した。その中でも特筆すべきは、彼の研究成果から直接生まれた「ローレンシン・クー
パー靭帯」です。この業績は、あのナショナルジオグラフィック誌によって「世界を変
えた100の科学的発見」の一つとして称賛され、今日では数百万人の患者の治療に貢献
する製品の開発に大きな影響を与えています。今回の受賞は、ローレンシン教授が科学
分野に継続的に与えてきた計り知れない貢献、基礎研究を臨床応用へと結びつける翻訳
研究における顕著な影響力、そして組織工学および再生医療分野における彼の専門家と
しての卓越した地位を、国際的に認知するものです。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



導電性CNT/BIIR複合フィルムの自己修復およびジュール
発熱

概要

この研究は、ブロモ化イソブチレン-イソプレンゴム（BIIR）マトリックス内に高分散
性カーボンナノチューブ（CNTs）を利用した、自己修復性で電気伝導性のエラストマ
ー複合材料を製造するための、簡便でスケーラブルかつ費用対効果の高い方法を提示

しています。CNT/BIIR複合材料は、熱伝導率0.217 W/m·K、引張強度2.32 ± 0.23

MPa、電気伝導率3.93 ± 0.23 S/cm、ジュール発熱速度102 ± 21.9 °C/minと、純粋な
BIIRと比較して有意な改善を示しました。この革新的な材料は、スマートで耐久性が

あり、高機能な導電性エラストマーを必要とする様々な用途に有望です。

公開日 2026年05月01日  ACS Omega (ACS Publications)  米国



詳細

最新の研究が、自己修復機能と電気伝導性を併せ持つエラストマー複合材料を製造する
ための、簡便で、スケーラブル、かつ費用対効果の高い新しい方法を提案しています。
この材料は、ブロモ化イソブチレン-イソプレンゴム（BIIR）を基材とし、その中に高分
散性のカーボンナノチューブ（CNTs）を組み込むことで作製されます。研究チームは、
最適化された溶液補助プロセスを用いることにより、CNTsをBIIRマトリックス中に極め
て均一に分散させることに成功し、その結果として優れた特性を持つ複合フィルムを得
ることができました。

具体的な実験結果では、作製されたCNT/BIIR複合材料が、純粋なBIIRマトリックスと比
較して、その性能が大幅に向上していることが示されました。例えば、熱伝導率は
0.217 W/m·Kに達し、引張強度は2.32 ± 0.23 MPa、電気伝導率は3.93 ± 0.23 S/cmと、顕
著な改善が見られました。さらに、この複合材料は102 ± 21.9 °C/minという高いジュー
ル発熱速度を示しており、電気を流すことで効率的に自己発熱する能力を持っていま
す。これらの強化された機械的特性と熱安定性は、CNTsとBIIRポリマー鎖との間に形成
される強力な界面接着に由来すると考えられています。この接着は、電気と熱を効率的
に伝達するためのパーコレーションネットワーク（導電経路）の形成にも大きく寄与し
ています。この革新的な材料は、スマートデバイス、耐久性のあるセンサー、そして高
度な機能を持つ導電性エラストマーが求められる多様な応用分野において、極めて有望
な可能性を秘めていると評価されています。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



EBL：超高感度バイオセンサーのための精密ナノファブリ
ケーション

概要

電子線リソグラフィ（EBL）は、金ナノホールアレイなどの複雑なナノ構造を比類ない
精度で作成し、超高感度プラズモニックバイオセンサーを製造するための不可欠な技
術です。EBLはバイオセンサーの感度と特異性を高め、高い信号対雑音比で生体分子の

検出を改善します。最適化されたEBLプロセスは、均一で高密度なアレイのスケーラブ
ルな生産にも重要であり、早期疾患診断や環境モニタリングのための費用対効果の高
い信頼性のあるセンシングプラットフォームの開発に貢献します。

公開日 2026年05月02日  Allied Academies  米国



詳細

電子線リソグラフィ（EBL）は、超高感度プラズモニックバイオセンサーの製造におい
て不可欠なナノファブリケーション技術として、その重要性が改めて強調されていま
す。この先進技術は、金ナノホールアレイやメタサーフェスといった極めて複雑なナノ
スケール構造を、他に類を見ないほどの精度で精密に作成することを可能にします。こ
のような微細な構造制御は、光学バイオセンサーの感度と特異性を劇的に向上させる上
で、決定的に重要な要素となります。

これらのナノ構造の細部にわたる設計と製造プロセスは、プラズモニックバイオセンシ
ングプラットフォームが示す優れた性能と密接に結びついています。プラズモニックバ
イオセンサーは、信号の生成と増幅のために光の複雑な相互作用を利用しており、その
性能はナノ構造の精度に大きく依存します。EBL技術は、バイオセンサーの感度を大幅
に向上させることに直接的に貢献し、それにより生体分子の検出を、より高い信号対雑
音比で、かつより正確に行うことを可能にします。これは、より効果的な診断ツールの
開発への道を切り開くものです。さらに、最適化されたEBLプロセスは、均一で高密度
なナノ構造アレイを大規模に生産する上でも極めて重要となります。これにより、早期
疾患診断や環境モニタリングのための、費用対効果が高く信頼性の高いセンシングプラ
ットフォームの開発に大きく貢献することが期待されています。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



ナノフォーム規制の再考：より均衡のとれた科学に基づい
たフレームワークに向けて

概要

Blue Frog Scientificは、ナノ材料の中心的な役割を認識しつつ、より均衡のとれた科学
に基づいた規制枠組みを提唱しています。既存規制（EU REACH、米EPA）のギャップ
を特定し、イノベーションを阻害せずに安全性を確保するシステムを強調。このフレ

ームワークは、包括的な監視、詳細な登録義務、厳格な労働安全基準を含むべきであ
り、科学的進歩と共に進化する動的な規制環境の必要性を強調しています。

公開日 2026年05月05日  Blue Frog Scientific  イギリス



詳細

Blue Frog Scientificが発表した最新の記事は、現代の技術革新におけるナノ材料の極め
て重要な役割を明確に認識しつつ、ナノ材料に対するより均衡の取れた、科学に基づい
た規制枠組みの構築を強く提唱しています。本記事では、特にナノフォームが持つ独自
の特性と潜在的な変動性に着目し、これまでの規制アプローチを適応させる必要性につ
いて詳細に議論が展開されています。

記事は、欧州連合（EU）のREACH規制や米国の環境保護庁（EPA）のガイドラインな
ど、既存の規制環境を深く掘り下げ、現在の枠組みがナノ材料の複雑さを十分にカバー
できていない可能性のある具体的な領域を特定しています。最も重要な点は、ナノ材料
が提供する多様な産業におけるイノベーションを阻害することなく、人間の健康と環境
の安全性を確実に保証するようなシステムを開発することに重点が置かれていることで
す。この包括的な規制アプローチには、ナノ材料を組み込んだ製品に対する総合的な監
視体制の確立、製品の組成や特性に関する詳細な登録義務の導入、そして生産現場にお
ける厳格な労働安全衛生基準の策定と実施が含まれるべきだと提唱されています。記事
は全体を通じて、科学技術の進歩に合わせて柔軟に進化できる、動的かつ適応性のある
規制環境の重要性を繰り返し強調しています。これは、ナノテクノロジーが社会に安全
かつ効果的に統合され、その恩恵を最大限に享受するための鍵となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



アミノ酸由来のナノ粒子による逐次的薬物放出と光熱療法
の融合

概要

東北大学と北陸先端科学技術大学院大学の研究グループは、多剤耐性がん治療に向け
た革新的なナノ粒子薬物送達システムを開発しました。アミノ酸由来のナノ粒子表面
をポリドーパミンでコーティングすることで、がん細胞の薬剤排出前に細胞内に薬剤

を蓄積させます。このシステムを光熱療法と組み合わせたマウス実験では、7日で腫瘍
が完全に消失し、40日間すべてのマウスが副作用なく生存しました。この成果は、化
学療法と光熱療法を融合した新しい治療戦略として高い臨床応用可能性を持ち、様々

な多剤耐性腫瘍への応用拡大が期待されています。

公開日 2026年05月08日  JAIST 北陸先端科学技術大学院大学  日本



詳細

東北大学多元物質科学研究所と北陸先端科学技術大学院大学の共同研究グループは、多
剤耐性がんの治療に革命をもたらす可能性を秘めた革新的なナノ粒子薬物送達システム
を開発しました。この先進的なシステムは、アミノ酸を原料とする超微細なナノ粒子を
独自の技術で製造し、その表面をポリドーパミンで緻密にコーティングするという特徴
を持っています。この特殊な表面処理を施すことで、がん細胞が薬剤を細胞外へ排出す
る防御機構が活性化される前に、ナノ粒子が効果的に抗がん剤を細胞内に蓄積させるこ
とが可能となりました。

さらに、このナノ粒子システムは、腫瘍部位を精密に局所加熱する光熱療法と統合され
ています。この両者の融合治療は、多剤耐性がんのマウスモデルを用いた実験におい
て、驚くべき治療効果を発揮しました。治療開始からわずか7日間で腫瘍が完全に消失
し、さらに全てのマウスが40日間の観察期間中、明らかな副作用を示すことなく生存す
るという顕著な結果が報告されています。この画期的な成果は、多剤耐性がんに対する
化学療法と光熱療法を組み合わせた新しい治療戦略として、非常に高い臨床応用可能性
を秘めていると評価されています。今後、この技術が様々な種類の多剤耐性腫瘍へと応
用範囲を拡大し、難治性がん治療に新たな希望をもたらすことが大いに期待されていま
す。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



AMD、サムスン電子と2nmチップ協力で最終合意か、
TSMCの生産能力圧力を分散へ

概要

AMDはサムスン電子と2ナノメートル（nm）チップのファウンドリ協力について協議
の最終段階に入っていると報じられ、AIデータセンター需要によるTSMCへの依存分散
が目的です。AMD CEOのリサ・スー氏が3月にサムスン平沢工場を訪問しており、早

期合意が期待されています。サムスンはAMDの次世代2nm CPU「Venice」と
「Verano」の生産を担当する予定ですが、サムスンの2nm GAAプロセスの歩留まりは
TSMCに劣るとされ、代替オプションと位置付けられています。

公開日 2026年05月08日  科技島 (TechIsland)  台湾



詳細

韓国メディアからの最新報道によると、世界的な半導体設計大手であるAMDが、サムス
ン電子との間で2ナノメートル（nm）プロセス技術を用いたチップ製造に関するファウ
ンドリ協力について、協議の最終段階に突入していると伝えられています。この動き
は、人工知能（AI）データセンターの需要が爆発的に増加する中で、チップ供給の逼迫
が深刻化している現状を受け、AMDが台湾積体電路製造（TSMC）への過度な生産能力
依存を分散させようとする戦略的な試みと見なされています。

AMDのCEOであるリサ・スー氏が今年3月にサムスンの平沢工場を訪問したという事実
が、この重要な協力交渉の時期と一致していることから、市場は両社間での早期合意成
立に強い期待を寄せています。もしこの協力関係が正式に成立した場合、サムスン電子
はAMDの次世代2nm CPU製品である「Venice」と「Verano」の製造を担う予定である
と報じられています。しかしながら、現時点では、サムスンが開発を進めている2nmの
GAA（Gate-All-Around）プロセス技術の歩留まりが、業界リーダーであるTSMCのそれ
に比べて劣ると評価されており、この点が今後の協力における潜在的な課題となる可能
性も指摘されています。そのため、サムスンはAMDにとって、主要な供給元である
TSMCを補完する「代替オプション」としての位置づけであると市場関係者は分析して
います。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



太陽光ベースの水素生産、高効率技術を開発…「水分解効
率と安定性を同時に確保」

概要

光州科学技術院（GIST）の共同研究チームは、太陽光を利用して水を分解し、高効率
で水素を生産できる新しい光電極技術を開発しました。水中でも安定して機能する
「量子ドット複合電極」は、酸化タングステンと5ナノメートル以下のペロブスカイト

量子ドットを組み合わせた構造です。標準的な太陽光条件下で85.5%のファラデー効率
を達成し、環境に優しい水素生産の実用化の可能性を高める重要な進展です。

公開日 2026年05月08日  뉴스21일간 (News 21 Days)  韓国



詳細

韓国の光州科学技術院（GIST）の共同研究チームが、太陽光を利用して水を分解し、高
効率で水素を生産する画期的な新しい光電極技術の開発に成功しました。この研究の核
心となるのは、水中環境においても高い安定性を維持しながら機能する「量子ドット複
合電極」の創製です。この複合電極は、広く知られている高性能な光陽極材料である酸
化タングステンと、卓越した光吸収能力を持つペロブスカイト量子ドットとを巧みに組
み合わせた革新的な構造を特徴としています。

この新技術は、純粋に太陽光エネルギーのみを利用して水を水素と酸素に分解するよう
に設計されています。実験結果は目覚ましいもので、標準的な太陽光照射条件下におい
て、非常に高い水素と酸素の生成量と、実に85.5%という優れたファラデー効率を達成
しました。この研究において用いられた量子ドットは、そのサイズが5ナノメートル以
下という超微細な半導体粒子であり、光の吸収効率を劇的に高める上で極めて重要な役
割を果たしました。今回の成果は、太陽光エネルギーを直接利用した、環境に優しく持
続可能な水素生産技術の実用化に向けた、非常に重要な一歩として高く評価されていま
す。これにより、再生可能エネルギー源からの水素燃料製造の可能性が大きく広がるこ
とが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



量子ドットレーザー、シリコンフォトニクス分離技術のボ
トルネックを打破

概要

量子ドットレーザー技術がシリコンフォトニクスの隔離技術のボトルネックを打破
し、光通信、コンピューティング、センシングの発展を加速させると発表されまし
た。研究者は量子ドットレーザーをシリコンフォトニクス導波路と統合し、小型で優

れた隔離性能と低い挿入損失を持つ光学的隔離器を実現。これにより、逆方向光信号
を効果的に遮断し、シリコンフォトニクス回路内の光信号安定伝送を保証します。こ
の技術突破はシリコンフォトニクス集積回路の新たな道を拓きます。

公開日 2026年05月08日  GeneOnline News  台湾



詳細

2026年5月8日、シリコンフォトニクス技術の分野において、画期的な進歩が発表されま
した。この発表は、量子ドットレーザー技術の応用が、長らく課題とされてきたシリコ
ンフォトニクスの隔離技術のボトルネックを根本的に解決する可能性を秘めていること
を示唆しています。この目覚ましい進展は、今後の光通信、高速コンピューティング、
そして高精度センシング技術の発展に、極めて強力な推進力をもたらすものとして大い
に期待されています。

研究者たちは、量子ドットレーザーをシリコンフォトニクス導波路と巧みに統合するこ
とにより、非常に効率的な光学的隔離機能を実現しました。この新しく開発された光学
的隔離器は、その物理的なサイズが非常に小型であるにもかかわらず、優れた隔離性能
と低い挿入損失という顕著な特徴を持っています。具体的には、逆方向に伝送される不
要な光信号を効果的に遮断することで、シリコンフォトニクス回路内部における光信号
の安定した、そして信頼性の高い伝送を保証します。この技術的な突破は、シリコンフ
ォトニクス集積回路のさらなる発展に新たな道筋を開くものであり、それによってシリ
コンフォトニクス技術が光通信、データセンター、量子コンピューティングなど、多岐
にわたる分野での応用を加速させることが期待されています。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



KAIST、「ナノ粒子の逆説」を初めて解明…「複数の金属
を混ぜると組成がより均一に」

概要

KAISTの鄭喜泰教授らのチームが、複数の金属を混合するとナノ粒子の組成がより均一
になるという「ナノ粒子の逆説」を初めて解明しました。この研究は、先に定着した
原子が後から加わる原子の「飛び石」となり、成分が均一化する「成分集中」現象を

発見。この原理を検証した5種類の金属を含むナノ粒子触媒は、アンモニア分解による
水素生成反応でルテニウム触媒より約4倍高い効率を示しました。これは次世代エネル
ギー・触媒技術に新たな転換点をもたらすものです。

公開日 2026年05月07日  전자신문 (ETNews)  韓国



詳細

韓国科学技術院（KAIST）の鄭喜泰（チョン・ヒテ）生命化学工学科碩座教授率いる研
究チームが、ナノ材料分野における長年の常識を覆す「ナノ粒子の逆説」を世界で初め
て解明しました。この画期的な発見は、「複数の金属元素を混合すると、ナノ粒子の組
成が予想に反してより均一になる」という驚くべき現象を明らかにしています。これま
でのナノ材料科学では、複数の異なる金属を混ぜ合わせると、その構造が不安定にな
り、不均一に分布すると考えられていました。

しかし、KAISTの研究チームは、この従来の概念に挑戦し、金属元素の種類が増加する
につれて、粒子を構成する成分が一方向に集中し、結果として均一化する「成分集中」
現象が起こることを突き止めました。さらに、このメカニズムを詳細に解析した結果、
先に粒子内に定着した原子が、後から追加される原子がより容易に付着するための「飛
び石」のような役割を果たすことを確認しました。この新しい原理を実証するため、研
究チームは5種類の金属を含む多成分ナノ粒子触媒を作製しました。この触媒を用いて
アンモニアを分解し水素を生成する反応を評価したところ、現在広く利用されているル
テニウム触媒と比較して、約4倍もの高い触媒効率を示すことが確認されました。この
重要な発見は、次世代のエネルギー技術や触媒技術に新たな転換点をもたらすものであ
り、これまで困難とされてきた複雑なナノ材料の精密な設計と合成に無限の可能性を拓
くものとして、非常に高く評価されています。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



ニールス・ボーア研究所、量子通信の20年来の壁を突破—
既存の光ファイバーで単一光子伝送に成功

概要

デンマークのニールス・ボーア研究所の研究チームが、既存の光ファイバーネットワ
ーク上で単一光子を送信することに成功し、20年来の量子通信の障壁を突破しまし
た。ドイツの研究グループと協力し、約30,000個の原子で構成される新型量子ドット

を開発し、通信波長帯である1300nm付近でコヒーレントかつ同一の単一光子を直接放
出。この成果は、既存インフラを利用した量子インターネット構築の可能性を大きく
広げ、Nature Nanotechnology誌に掲載されました。

公開日 2026年05月01日  innovaTopia  日本



詳細

デンマークのニールス・ボーア研究所の研究チームが、量子通信分野における長年の大
きな障壁を突破する画期的な成功を収めました。彼らは、既存の光ファイバーネットワ
ーク上で単一光子を効率的に送信する技術を確立したのです。これまでの量子ドット技
術では、特定の波長でのみ機能し、特に光通信規格に適合するような長波長帯では、光
子のコヒーレンス（位相の揃った状態）が著しく損なわれるという問題に直面していま
した。

この問題を解決するため、ニールス・ボーア研究所の研究チームは、ドイツのボーフム
の研究グループと協力し、約30,000個の原子から構成される全く新しいタイプの量子ド
ットを開発しました。この新型量子ドットを用いることで、通信波長帯である1300nm

付近という実用的な長波長帯で、コヒーレンスを保ちつつ、かつ識別不能な（同一の）
単一光子を直接放出することに成功しました。この革新的な成果は、既存の光ファイバ
ーインフラストラクチャをそのまま活用して、将来の量子インターネットを構築する可
能性を大きく広げるものです。長らく20年以上にわたって量子通信の分野で未解決の課
題とされてきた問題を克服したとして、この研究は高く評価されています。この画期的
な研究成果は、2026年4月27日付けで権威ある学術誌Nature Nanotechnologyに掲載さ
れました。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



TSMC、4月売上高4107.26億元、前年比17.5%増。AIと高
性能コンピューティング需要が継続的に爆発

概要

TSMCの2026年4月売上高は4,107.26億台湾ドルで前年比17.5%増、1～4月累計は1兆
5,448.29億台湾ドルで同29.9%増となりました。これはAIと高性能コンピューティング
（HPC）の爆発的な需要によるものです。NVIDIA、AMD、北米CSPからのハイエンド

AIチップ需要がTSMCの3nm、5nmプロセスをフル稼働させ、魏哲家会長は2026年通年
で「30%超」のドル建て売上高成長に強い自信を示しています。

公開日 2026年05月08日  新頭殼 (Newtalk News)  台湾



詳細

台湾積体電路製造（TSMC）は、2026年4月の月次売上高が前年同月比で17.5%増加し、
4,107.26億台湾ドルに達したことを発表しました。これにより、2026年1月から4月まで
の累計売上高は、前年同期比で29.9%増の1兆5,448.29億台湾ドルとなり、人工知能
（AI）および高性能コンピューティング（HPC）分野における需要の継続的な爆発的増
加を明確に示しています。

通常、第2四半期は台湾株式市場の電子関連株にとっての閑散期とされていますが、
NVIDIA、AMDといった主要な半導体企業、そして北米の複数の大手クラウドサービス
プロバイダー（CSP）からのハイエンドAIチップに対する非常に強い需要が継続してい
ます。この旺盛な需要により、TSMCの最先端である3ナノメートル（nm）および5nm

プロセス製造能力は引き続きフル稼働状態を維持しており、これが同社の売上高の年間
成長率を力強く押し上げています。TSMCの魏哲家（C.C. Wei）会長は、2026年通期の
ドル建て売上高が「30%を超える」成長を達成するという強い自信を表明しています。
市場関係者は、第2四半期の売上高も設定された高い目標を達成するだけでなく、もし
かしたら予想を上回る結果となる可能性さえあると見ており、TSMCの今後の業績に高
い期待を寄せています。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



肺がん誘発バイオマーカー、迅速検出が可能に

概要

国立がんセンターのイ・ジョンミン教授チームが、肺がん誘発バイオマーカーUSE1を
迅速かつ高感度に検出できる新しいナノバイオセンサーを開発しました。DNA増幅技

術（RCA）と量子ドット結合DNAを組み合わせた信号増幅システムにより、強い蛍光
信号を発生させ、UV照明下で肉眼でも結果を判読可能。従来の診断法と比較して約10

倍の感度を示し、肺がんの早期診断と治療に貢献すると期待されています。

公開日 2026年05月08日  후생신보 (Husaeng Shinbo)  韓国



詳細

韓国の国立がんセンターに所属するイ・ジョンミン教授の研究チームが、肺がんを誘発
する特定のバイオマーカーであるUSE1を、これまでよりもはるかに迅速かつ高感度に
検出できる革新的なナノバイオセンサーの開発に成功しました。この新しい診断技術の
核心は、DNA増幅技術である「ローリングサークル増幅法（RCA）」を巧妙に利用して
蛍光信号を最大限に増幅させるところにあります。さらに、DNAの構造に蛍光を発する
ナノ粒子である「量子ドット」を結合させることで、極めて強力な信号増幅システムを
実装しています。

このシステムの導入により、検体中にUSE1が存在する場合には、肉眼でもはっきりと
識別できるほどの強い蛍光信号が発生します。その結果、高価で複雑な特別な検査機器
を用いることなく、UV照明の下であれば、誰でも容易に診断結果を判読できるような
診断キットの実現が可能になります。研究チームによる検証では、このナノバイオセン
サーが、従来の肺がん診断法と比較して約10倍もの高い感度でUSE1を検出できること
が確認されました。この画期的な進歩は、肺がんの早期診断と、それに続く迅速な治療
介入に大きく貢献するものとして、医療分野から大きな期待が寄せられています。ま
た、この技術は肺がんの診断に留まらず、様々な種類の疾患におけるバイオマーカーの
検出にも応用される可能性を秘めており、広範な医療分野での活用が展望されていま
す。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



3Dプリントで抗がん剤を腫瘍へ直接送達 副作用低減に向
けた新手法、米大学が実証

概要

米ミシシッピ大学は、3Dプリンティング技術を使い、抗がん剤を内包したナノ粒子
「スパンラスティクス」を3Dプリント構造体に組み込み、腫瘍へ直接送達する新手法
を実証しました。「FRESH 3Dプリンティング」で成形されたハイドロゲルベースの薬

剤キャリアが、薬剤を腫瘍局所に高濃度で届けます。この局所送達により、従来の全
身投与に比べ副作用を大幅に低減できる可能性があり、in vitro試験で乳がん細胞の死
滅に有効であることが確認されました。

公開日 2026年05月07日  ShareLab  日本



詳細

米国のミシシッピ大学が、3Dプリンティング技術を駆使した革新的なドラッグデリバリ
ーシステムを発表し、これにより抗がん剤を腫瘍へ直接送達する全く新しいアプローチ
を実証しました。この画期的な研究は、抗がん剤を内包する特殊なナノ粒子である「ス
パンラスティクス」を、3Dプリントによって作製された構造体の中に組み込み、これを
直接腫瘍部位に埋め込むという手法を検証しています。具体的には、「FRESH 3Dプリ
ンティング」と呼ばれる技術が用いられ、ハイドロゲルをベースとした薬剤キャリアが
精密に成形されます。

このキャリア内部では、薬剤がナノ粒子の形態で保護された状態で運搬され、標的とな
る腫瘍局所に極めて高い濃度で効果的に届けられる仕組みです。この局所送達のアプロ
ーチは、従来の全身投与による化学療法と比較して、患者が経験する全身性の副作用を
大幅に低減できる可能性を秘めている点で、医療分野における3Dプリンティングの応用
例として非常に大きな注目を集めています。さらに、in vitro（試験管内）で行われた乳
がん細胞を対象とした試験では、このシステムががん細胞の死滅に有効であることが明
確に確認されました。この成果は、より安全で効果的ながん治療法の開発に向けた大き
な一歩となることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



TSMCとソニー、合弁会社設立を計画し「AIの目」イメー
ジセンサー市場を攻略！自動運転とロボット市場に注力

概要

ソニーとTSMCは、次世代イメージセンサーの研究開発と製造で戦略的協力覚書を締結
し、合弁会社設立を計画しています。ソニーが過半数株を保有し、熊本の新工場に
R&D・生産ラインを設置。両社の専門知識を融合し、自動運転車やロボットなどの

「フィジカルAI」向けイメージセンサー性能向上を目指します。日本政府はソニーの
熊本工場に最大600億円の補助金を出すと報じられており、AIの重要部品であるイメー
ジセンサーの安定供給確保が目的です。

公開日 2026年05月08日  數位時代 (Business Next)  台湾



詳細

ソニーと台湾積体電路製造（TSMC）は、次世代イメージセンサーの研究開発と製造に
おいて戦略的な協力関係を構築するため、拘束力のない覚書を締結したことを共同で発
表しました。両社は、合弁会社を設立する計画を進めており、ソニーがその過半数の株
式を保有する予定です。新会社の研究開発および生産ラインは、熊本県合志市に新設さ
れるソニーの工場内に設置されることになっています。

この合弁事業は、ソニーが長年にわたり培ってきたイメージセンサーの設計における深
い専門知識と、TSMCが世界をリードするプロセス技術および高度な製造能力を組み合
わせることで、イメージセンサー全体の性能を飛躍的に向上させることを目指していま
す。今回の戦略的協力は、特に自動運転車やロボット技術といった、物理的なAI（フィ
ジカルAI）アプリケーションの分野で新たに生まれる市場機会を探索し、その成長を取
り込むことを明確な目的としています。日本政府は、ソニーが熊本県にイメージセンサ
ー工場を建設するために、最大で600億円もの補助金を提供すると報じられています。
これは、イメージセンサーが自動運転技術やフィジカルAIの発展にとって極めて重要な
基幹部品であるため、その安定供給を確保したいという政府の強い意向を反映している
ものと考えられます。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)


